
　

も
し
も
あ
な
た
の
家
族
が
、
交

通
事
故
に
遭
っ
て
大
け
が
を
し
た

ら
…
。
し
か
も
相
手
の
自
動
車
運

転
手
が
一
方
的
に
悪
い
は
ず
な
の

に
、
何
の
刑
事
処
分
も
受
け
て
い

な
か
っ
た
ら
…
。

　

検
察
審
査
会
は
、
刑
事
裁
判
手

続
に
国
民
の
一
般
的
な
良
識
を
反

映
さ
せ
て
、
よ
り
良
い
も
の
に
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
選

挙
権
を
有
す
る
国
民
の
中
か
ら
無

作
為
に
選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審

査
員
が
、
被
害
者
か
ら
の
申
し
立

て
な
ど
を
も
と
に
、
検
察
官
が
加

害
者
を
裁
判
に
か
け
な
い
処
分

（
不
起
訴
処
分
）
の
よ
し
あ
し
に

つ
い
て
審
査
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

審
査
の
申
し
立
て
に
は
、
費
用

は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

申
立
人
の
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ

ま
す
。

　

検
察
審
査
会
の
窓
口
で
は
、
申

し
立
て
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
、
郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

郡
山
市
麓
山
１―

２―

２
６

　

福
島
地
方
裁
判
所
郡
山
支
部
内

　
　
　

郡
山
検
察
審
査
会
事
務
局

☎
０
２
４―

９
３
２―

５
６
５
６

　本宮市では、毎年新成人をお祝いするために成人式を挙行
していますが、市主催の成人式典の後、市民主体の実行委員
制による成人式記念事業を開催しています。
　今年も、記念事業を開催すべく10月30日に、新成人13名に
より実行委員会が組織され、実行委員長に三瓶昭吾さん、副
実行委員長に菅野恵梨さんを選出し、本格的な活動が始まり
ました。
　新成人による新成人のための意義ある思い出深い記念事業
にすることを目標にかかげ、実行委員自身も楽しみながら活
動していきます。記念事業の内容としては、思い出のフォト
アルバムショーやベストドレッサー賞などを検討しています
が、詳細についてはこれから煮詰めていきます。
　また、市内の企業や店舗などに記念事業開催の費用を集め
るための募金箱を設置しておりますので市民の皆さまの暖か
いご協力をお願いします。

◆成人式に関する問い合わせ先
　　生涯学習センター　☎33－2611

▼

実
行
委
員
会
の
活
動
の
様
子

カ
ラ
オ
ケ
大
会
出
場
者
募
集

　

本
宮
出
身
の
歌
手
、
故
伊
藤
久

男
氏
が
、
来
年
７
月
７
日
に
生
誕

１
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

市
内
の
有
志
の
皆
さ
ん
に
よ
る
記

念
事
業
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成

22
年
７
月
４
日
（
日
）
の
記
念
式

典
開
催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

記
念
式
典
に
先
が
け
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
予
選
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
日
時
・
場
所

①
予
選
大
会

　

平
成
22
年
３
月
７
日
（
日
）

　

し
ら
さ
わ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

②
決
勝
大
会

　

平
成
22
年
７
月
４
日
（
日
）

　

サ
ン
ラ
イ
ズ
も
と
み
や

◆
出
場
資
格

　

特
に
問
い
ま
せ
ん

◆
募
集
内
容

　

第
１
部　
伊
藤
久
男
氏
の
持
ち
歌

　

第
２
部　
一
般
歌
謡
曲

※
予
備
審
査
を
行
い
、
第
１
部
20

名
・
第
２
部
20
名
を
選
出
し
、審

査
結
果
を
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

◆
応
募
方
法

　

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ

に
、
２
コ
ー
ラ
ス
分
を
録
音
し
、

実
行
委
員
会
あ
て
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

（
注
意
点
）

①
テ
ー
プ
ま
た
は
Ｃ
Ｄ
に
は
、
マ

ジ
ッ
ク
な
ど
で
氏
名
・
曲
名
を

必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

②
郵
便
番
号
・
住
所（
ふ
り
が
な
）・

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電

話
番
号
・
応
募
理
由
を
明
記
し

た
も
の
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
間

　

12
月
10
日
（
木
）

　

～
平
成
22
年
１
月
31
日
（
日
）

※
当
日
消
印
有
効

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
６
９―

１
１
２
９

　

本
宮
市
本
宮
字
矢
来
３
９―

１

　
　
　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
内

　

伊
藤
久
男
生
誕
１
０
０
年

　
　
　

記
念
事
業
実
行
委
員
会
宛

　
　
　
　
　

☎
３
３―

２
６
１
１

　

生
誕
１
０
０
年
を
記
念
し
て
、

伊
藤
久
男
氏
の
曲
「
あ
ざ
み
の

歌
」
を
、
市
の
防
災
行
政
無
線

の
時
報
と
し
て
、
平
成
22
年
１

月
か
ら
放
送
す
る
予
定
で
す
。

伊
藤
久
男
生
誕
１
０
０
年
記
念
事
業

私
た
ち
の
良
識
で
審
査
し
ま
す
！

「
検
察
審
査
会
制
度
」

2010年成人式記念事業開催に向けて
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第
13
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

受
章
者
さ
れ
た
方
を
紹
介
し
ま
す

　

政
府
は
10
月
10
日
付
で
警
察
・
消
防
な
ど
著
し
く
危
険
性

の
高
い
業
務
に
励
み
社
会
貢
献
し
た
人
を
対
象
と
す
る
「
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
」
の
受
章
者
を
発
表
し
ま
し
た
。
市
内

か
ら
は
元
郡
山
消
防
本
部
次
長
の
溝
井
美
男
さ
ん
が
受
章
さ

れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
、
ほ
か
に
57
名
の
方
が
受
章
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
叙
勲
は
11
月
３
日
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

▲

今回の受章は「家族の
支えと、上司や同僚に
恵まれたおかげ。地域
の皆さんにも感謝した
い」と受章の喜びを話
していただきました。

［略歴］
　昭和32年に郡山市消防署に入庁され郡山消防本部通信指令課
長や予防課長を歴任された。昼夜の別なく、地域の安全・安心の
ため尽力された功績により受章となったものです。

溝井　美男さん（本宮字舘町）
出身：郡山市

　福島県赤十字大会（支部創立120周年記念大会）
が、10月28日に郡山市で開催されました。
　大会では赤十字有功章の受章者表彰が行われ、
市内からは、奉仕団員として永年にわたりボラン
ティア活動などに参加し、地域の福祉の向上に寄
与された11の方が、「銀色有功章」を受章されました。
　また、法人の部では、（医）慈久会谷病院が「金
色有功章」を受章されました。

赤十字有功章を受章

【
前
列
右
か
ら
】

佐
藤　

藤
光
さ
ん
（
糠
沢
）

齋
藤
ト
ミ
子
さ
ん
（
高
木
）

　
（
生
活
福
祉
部
長
）

佐
藤
カ
ネ
子
さ
ん
（
和
田
）

三
瓶　

み
ゑ
さ
ん
（
白
岩
）

国
分　

誓
子
さ
ん
（
糠
沢
）

【
後
列
右
か
ら
】

鈴
木
み
い
子
さ
ん
（
青
田
）

遠
藤　

初
子
さ
ん
（
青
田
）

国
分
ハ
ル
子
さ
ん
（
関
下
）

根
本　

和
子
さ
ん
（
高
木
）

国
分　

孝
子
さ
ん
（
和
田
）

酒
井
世
根
子
さ
ん
（
高
木
）

福
島
県
知
事
か
ら
感
謝
状

　

第
63
回
福
島
県
社
会
福
祉
大
会
が
、
11
月
５
日
に
須
賀

川
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
「
福
島
県
知
事
感
謝
状
」
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、

市
内
か
ら
は
、
民
生
委
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
地
域
に

根
ざ
し
た
福
祉
関
係
の
活
動
や
事
業
に
積
極
的
に
参
加

し
、
民
生
委
員
協
議
会
の
組
織
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
た

５
名
の
方
へ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

【
前
列
右
か
ら
】

齋
藤
由
起
子
さ
ん
（
本
宮
）

本
宮
市
長

伊
藤　
　

啓
さ
ん
（
岩
根
）

【
後
列
右
か
ら
】

安
藤　
　

進
さ
ん
（
糠
沢
）

三
浦　

俊
平
さ
ん
（
糠
沢
）

田
村　

哲
造
さ
ん
（
本
宮
）

駅
清
掃
活
動
に
対
し
感
謝
状

　

本
宮
第
二
中
学
校
の
生
徒
会
で
は
、
定
期
的
に
五
百
川

駅
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て
お
り
、
伝
統
的
に
先

輩
か
ら
後
輩
へ
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
㈱
仙
台
支
社
長
か
ら
「
長
年
に

わ
た
り
明
る
く
美
し
い
五
百
川
駅
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ

た
」
と
し
て
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

10
月
16
日
に
は
、
Ｊ

Ｒ
本
宮
駅
長
が
学
校

を
訪
問
し
、
感
謝
状

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

▲
全
校
生
を
代
表
し
て
、

生
徒
会
役
員
の
皆
さ
ん
に

感
謝
状
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た

瑞
宝
双
光
章


